















































●●● 1タ タ タ タ ■■●■●
推 推 推 推






















                   κn＝Fκm＿1＋Gon （2．3）






            Z（θ）：109力（y、，．．．，y．1θ）
               w              ：Σ109力（ツ、1ツ、，．．．，y、一、，θ）
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                  m （3．3）           加＝Σ仇如一｛十〇。。
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に従う新しい成分を導入し
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図2．RAUTODLRSデータ（アメリカの自
   動車の小売り販売高）の対数の標準的
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図3．RAUTODLRSデータのAR項を含
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図4．RAUTODLRSデータの曜日効果の
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 図5．（a）データ，（b）ガウス型モデルによるトレンドの推定値，（c）非ガウス型モデルによ





 （3．5）                      彦an＝β、an1＋… 十β7an。
によって曜日効果を表すことができる．従って
 （3．6）  観測値（ル）＝トレンド（サ。）十季節成分（∫。）十曜日効果（〃。）十ノイズ（mη）
という分解を行なえば，曜日効果を考慮にいれた季節調整ができることにたる．必要ならば
AR項を加えてもよい．























 （5．1）      水位＝トレンド十気圧効果十潮汐効果十降雨効果十ノイズ
と分解してみると，トレンド項に地震の影響がはっきり現れてくる（松本地（1989））．
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